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研修計画


◎外部講師による研修を進める。


　・年間１２回


　・環境を考える


　・親育て


　・子どもの気持ち育て


◎郡教振指定研究を推進する。


・公開発表を中核に据え、研究主題実現のための取り組みを通して、職員の資質・能力の向上をめざす。


◎様々な交流を計画的に行う。


◎体力づくり


・運動面、食育面の両方からのアプローチや体幹を鍛えるための方策





川越町重点課題　


・家庭学習の定着


　　絵本の貸出を通して、親子で絵本に親しむ時間を持つよう啓発する。


・丁寧な言葉づかいの定着


　　場面に応じた言葉づかいの定着を図る。





めざす幼児像


●心豊かで思いやりのある子(徳)


●自分で考えやりぬこうとする子(知)


●生き生きとした丈夫な子(体)





重点１


◎人と関わる力、聴く力、伝える力の育成


　　・ふれあい遊びを通して


　　・様々な人との交流を通して


　　・認め合える場の設定


重点２


◎意欲的に遊べる場の設定


　　・人的物的環境設定


　　自ら考えようとする気持ちの育


　　成


・挑戦できる場の設定


　　　　様々な遊びの提供


　　・自己肯定感・自尊感情の育成


重点３


　◎体力づくり


　　・基本的生活習慣の確立


　　・食育を意識した環境


　　・意図的に体を使った遊び


　　　　体力づくり、体幹を鍛える


重点４


　◎教職員の集団としての資質向上


　　・園内研修によるスキルアップ


　　　　保育の公開、外部指導者による研　　


　　　　修


　　・各種会議の充実


　　　　報告、連絡、相談、共通理解


重点５


　◎安全・安心に過ごせる園作りの推進


　　・危機管理体制の見直し


　　　　日常的見直し、職員の意識向上


　　・保護者との連携


　　　　情報発信、情報収集





地域・保護者とともに





川越町教育目標


「生きる力」


「共に生きる力」　の育成





具体的な姿


・あいさつができる。


・していいこと、いけないことが分かる。


・人の話を聴くことができる。


・自分の気持ちを伝える。


・相手の気持ちを知る。





幼稚園教育目標


心身ともに健やかで人間性豊かな子どもの育成





めざす教師像


一人ひとりの子どもの理解を深め、保護者から信頼される教師





めざす幼稚園像


子どもが喜んで通い、安心して過ごせる幼稚園





努力目標


○自分らしさを発揮し、相手の思いに気づいていくことで思いやりの心を育てる。


○園生活の中で一人ひとりの生活リズムを大切にし、基本的な生活習慣や態度が身につくように育てていく。


○考えたり試したり工夫したりして、遊びを十分楽しみ、物事にじっくり取り組む子を育てる。


○子ども達の中にある矛盾・不合理・差別を教師側が的確に捉えて子どもたちに返しながら、問題を解決する行動力を育てる。


○環境整備、充実に努め安全指導の徹底を図る。





３歳児の目標





・幼稚園生活に慣れ、少しずつ自分の思いを出し、教師や友だちと親しみ、触れ合いながら安心して遊ぶ。


・日常の基本的な生活習慣や幼稚園生活のリズムを身につける。


・色々な遊びを通して遊びの楽しさを味わう。





４歳児の目標





・自分の思いを出し、相手の思いにも気づきながら園生活を楽しむ。


・望ましい生活習慣を身に付け、集団の決まりを守り友だちと遊ぶ楽しさを味わう。


・感じたことや思ったことを自由に伸び伸び表現する。





５歳児の目標





・自分で考えたり、友だちと協力して意欲的に園生活を送る。


・自分や友だちの良いところに気づき。一人ひとりの特徴や違いを認め、友だちと一緒に遊ぶ楽しさを味わう。


・みんなで協力して物事を進めたり、皆で助け合って物事を解決する力をつけていく。








